
〔
陸
上
競
技
部
〕

県
高
等
学
校
陸
上
競

技
大
会

女
子
２
０
０

Ｍ

第
１
位

花
木
美

優
（
１―

５
・
川
内
南

中
）

男
子
５
０
０
０
Ｍ
Ｗ

第
２
位

中
村
颯
（
３―

３
・

清
水
中
）

女
子
５
０
０
０
Ｍ

Ｗ

第
２
位

松
元
心
季
（
３

―

２
・
谷
山
北
中
）

女
子
４

×

１
０
０
Ｍ
Ｒ

第
２
位

田

嶋
結
月
（
３―

１
・
伊
集
院
中
）

木
下
夏
実

（
３―

６
・

甲
南
中
）

岡

本

莉

央

（
２―
３
・

川
内
南
中
）

花
木
美
優

女
子
１
０

０
Ｍ

第
３

位

岡
本
莉

央

男
子
４

×

１
０
０
Ｍ

Ｒ

第
４
位

上
薗
勇
大

（
３―

２
・
皇
徳
寺
中
）

森

山
裕
基
（
３―

４
・
伊
敷
中
）

西
重
歩
（
３―

２
・
国
分
南

中
）

有
田
蒼
甫
（
２―

３
・

川
内
南
中
）

男
子
１
１
０
Ｍ

Ｈ

第
５

位

稲
満

希
（
２―

２
・
国
分

南
中
）

男
子
４
０

０
Ｍ
Ｈ

第
５
位

稲
満
希

男
子
走
幅

跳

第
５
位

早
瀬
翔
（
３―

２
・
伊
集
院
中
）

男
子
三
段

跳

第
２
位

早
瀬
翔

女
子

４
×

４
０
０
Ｍ
Ｒ

第
５
位

田
嶋
結
月

岡
本
莉
央

花
木

美
優

德
留
真
心
（
３―

２
・

桜
丘
中
）

男
子
１
０
０
Ｍ

第
６
位

森
山
裕
基

男
子
円

盤
投

第
６
位

宮
内
惇
希

（
３―

５
・
東
谷
山
中
）

女

子
８
０
０
Ｍ

第
６
位

德
留

真
心

男
子
４
×

４
０
０
Ｍ

Ｒ

第
６
位

川
﨑
涼
輔
（
３

―

３
・
国
分
中
）

山
下
優
也

（
３―

３
・
伊
敷
中
）

西
重

歩

西
村
颯
人
（
３―

４
・
伊

集
院
北
中
）

第
78
回
全
国
高

等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
南
九
州
地
区
予
選
大
会

男
子
５
０
０
０
Ｍ
Ｗ

第
１
位

中
村
颯

男
子
三
段
跳

第

１
位

早
瀬
翔

女
子
４
×

１

０
０
Ｍ
Ｒ

第
４
位

田
嶋
結

月

木
下
夏
実

岡
本
莉
央

花
木
美
優

第
80
回
鹿
児
島
県
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

女
子
４
×

１
０

０
Ｍ
Ｒ

第
２
位

田
嶋
結
月

木
下
夏
実

岡
本
莉
央

花

木
美
優

女
子
２
０
０
Ｍ

第

１
位

花
木

美
優

女
子
ジ
ュ

ニ
ア
Ｂ
１
０
０
Ｍ

第
１
位

花
木
美
優

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ

１
０
０
Ｍ

第
２
位

岡
本
莉

央

男
子
４
×

４
０
０
Ｍ
Ｒ

第
６
位

川
﨑
涼
輔

西
重
歩

稲
満
希

山
下
優
也

男
子

ジ
ュ
ニ
ア
１
５
０
０
Ｍ

第
３

位

黒
葛
琉
碧
（
３―

３
・
伊

集
院
中
）

男
子
５
０
０
０
Ｍ

Ｗ

第
３

位

中
村

颯

女
子

５
０
０
０

Ｍ
Ｗ

第

３
位

松

元
心
季

〔
剣
道
部
〕

県
高
等
学

校
剣
道
競

技
大
会

優

秀
選
手
賞

久
留
楓
音
（
３―

１
・
市
来
中
）

〔
野
球
部
〕

第
53
回
鹿
児
島
市
地
区
公
立
普

通
高
校
野
球
大
会

第
２
位

〔
書
道
部
〕

第
74
回
南
日
本
書
道
展

秀

作
賞

脇
田
椿
（
３―

２
・
紫

原
中
）

第
63
回
南

日
本
七
夕
書

道
展

南
日

本
芸
術
学
園

賞

杉
本
玲

彩
（
１―

４
・

谷
山
北
中
）

〔
美
術
部
〕

第
71
回
県
美
展

県
美
術
展

新
人
賞

大
平
柚
杏
（
３―

８
・

武
中
）

全
九
州
総
合
文
化
祭

写
真

部
門

優
秀
賞

冨
森
里
奈

（
２―

８
・
川
内
中
央
中
）

第５号 （3） 松 陽 ス ピ リ ッ ト 2025年（令和7年）9月5日（金）

本
校
の
注
目
の
生
徒
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
「
煌
め
く
（
き

ら
め
く
）
松
陽
生
」
。
今
回
は
、

現
代
ア
ー
ト
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
第

４
回
枕
崎
国
際
芸
術
賞
展
に
お
い
て
、
「
私

た
ち
は
加
害
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
な
い
」
（
平
面
部
門
）
で
、
優
秀
賞
（
３

位
）
に
輝
い
た
逆
瀨
川
瑠
加
さ
ん
（
３―

８
）

だ
。
同
展
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
三
年
に
一

回
開
催
、
今
回
は
国
内
外
か
ら
８
３
４
点
が

寄
せ
ら
れ
、
82
点
の
入
賞
・
入
選
作
品
（
平

面
58
点
、
立
体
24
点
）
が
選
ば
れ
た
。
７
月

21
日
か
ら
９
月
15
日
の
会
期
で
枕
崎
市
文
化

資
料
セ
ン
タ
ー
南
溟
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ

作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
何
で
す
か
？

Ａ

「
私
た
ち
は
常
に
誰
か
に
危
害
を
加
え

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
は
嫌
わ
れ
な
い
た
め
だ
っ
た
り
、
自
然
破

壊
だ
っ
た
り
、

生
き
て
い
る
だ

け
で
こ
の
世
に

対
し
て
い
ろ
ん

な
加
害
行
為
を

し
て
い
る
。
つ

ま
り
「
自
分
が

加
害
者
に
な
ら

な
い
と
幸
せ
に

な
れ
な
い
」
。

少
し
で
も
そ
の
認
識
を
持
っ

て
生
き
て
い
け
ば
、
結
果
と

し
て
害
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

悪
意
の
量
が
減
る
こ
と
を
願

い
創
作
し
ま
し
た
。

Ｑ

創
作
の
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ

私
は
始
め
に
考
え
て
た
も
の
か
ら
す
ご

く
内
容
が
変
わ
っ
て
完
成
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
今
回
も
制
作
中
に
元
々
考
え
て

た
も
の
が
だ
ん
だ
ん
気
に
入
ら
な
く
な
り
、

悩
み
ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
の
時
期
と
は
思

え
な
い
く
ら
い
暑
く
て
、
地
球
環
境
の
変
化

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
元
を
た
ど
れ
ば
人

間
の
行
為
が
原
因
で
あ
り
、
し
か
し
そ
の
行

為
も
人
間
の
幸
福
の
た
め
に
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
と
て
も
複
雑
だ
と
感
じ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ

受
賞
の
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

自
分
の
「
考
え
」
を
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
え
る
こ
と
が
も
の
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。

も
う
油
作
品
は
こ
れ
で
最
後
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
記
憶
に
残
る
も
の
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
生
活
で
学
ん
だ
技

術
を
活
か
す
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
自
信
と
し
て
大
学
受
験
に
挑
も
う
と

思
い
ま
す
。

〔
濵
田
愛
華
〕

現代アート

逆瀨川瑠加さん

さ か せ が わ る か

(３-８)緑丘中出身

受賞作品「私たちは加害者にならなければ生きてい

けない」と逆瀨川さん（左）と枕崎市長前田祝成さん

１
日
目
は
午
前
中
に
鹿
児
島

か
ら
新
幹
線
で
移
動
し
、
開
催

地
の
香
川
県
善
通
寺
市
に
瀬
戸

大
橋
を
渡
り
到
着
し
た
。
善
通

寺
市
民
会
館
で
全
国
各
地
の
代

表
校
の
新
聞
展
示
を
観
覧
し
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
嘆
し

た
。
そ
の
後
、
会
場
の
四
国
学

院
大
学
に
移
動
し
、
各
班
に
分

か
れ
て
交
流
新
聞
の
作
成
の
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

交
流
新
聞
は
各
都
道
府
県
の

代
表
生
徒
約
６
名
の
班
ご
と
に

Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
用

紙
に
、
二
面
分
の
新
聞
原
稿
を

作
成
す
る
。
始
め
は
緊
張
の
面

持
ち
だ
っ
た
本
校
生
徒
も
他
校

の
生
徒
と
交
流
が
深
ま
る
に
つ

れ
、
徐
々
に
笑
顔
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

２
日
目
は
開
会
式
の
後
、

11

の
コ
ー
ス
に
別
れ
て
交
流
新
聞

の
取
材
を
行
っ
た
。
各
コ
ー
ス

ご
と
に
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、

香
川
県
内
各
地
を
バ
ス
等
で
回
っ

た
が
、
訪
問
先
で
は
常
に
高
校

生
記
者
か
ら
の
質
問
が
飛
び
交

い
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
質
疑

応
答
が
続
い
た
。

そ
の
夜
は
、
自
分
の
担
当
の

記
事
の
執
筆
を
宿
舎
に
戻
っ
て

か
ら
取
り
組
ん
だ
。
多
く
の
生

徒
た
ち
が
睡
眠
時
間
を
惜
し
み

な
が
ら
、
原
稿
執
筆
に
取
り
組

ん
だ
。
正
に
プ
ロ
の
新
聞
記
者

と
同
様
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

感
覚
を
体
験
し
た
。

３
日
目
は
、
書
き
終
わ
っ

た
記
事
の
原
稿
を
持
ち
寄

り
、
紙
面
に
割
り
付
け
、

交
流
新
聞
を
完
成
さ
せ
た
。

約

50
班
の
新
聞
に
一
つ
一

つ
審
査
員
か
ら
講
評
が
行

わ
れ
た
。
限
ら
れ
た
時
間

で
完
成
さ
せ
た
新
聞
で
あ
っ

た
が
、
ど
の
班
の
新
聞
も

完
成
度
が
高
く
、
生
徒
た
ち
の

顔
に
も
達
成
感
が
伺
え
た
。

か
が
わ
総
文
を
振
り
返
り
、

本
校
生
徒
は
「
初
め
て
出
会
っ

た
人
た
ち
と
交
流
新
聞
を
作
る

こ
と
が
最
初
は
と
て
も
不
安
だ
っ

た
が
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
と

て
も
優
し
く
て
、
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
く
れ
て
と
て
も
助
か
っ

た
」
「
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
慣
れ
な
い
環
境
で
初
め

て
出
会
う
全
国
の
高
校
生
記
者

た
ち
と
取
材
し
香
川
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
回
学
ん
だ
こ

と
を
松
陽
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
活
か

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

〔
立
野
美
吹
・
内
野
心
春
・
堂

園
結
衣
〕

春夏の生徒の活躍

全国総文祭初参加
７
月
28
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
49
回
全

国
高
校
総
合
文
化
祭
（
か
が
わ
総
文
２
０
２

５
）
新
聞
部
門
に
本
校
新
聞
同
好
会
か
ら
３

名
が
県
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
本
校
か
ら

全
国
総
文
祭
新
聞
部
門
に
参
加
す
る
の
は
初

め
て
。
令
和
６
年
度
「
南
日
本
新
聞
主
催
学

校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
２
席
（
２
位
）
を

受
賞
し
、
参
加
資
格
を
得
た
。
新
聞
部
門
で

は
、
各
都
道
府
県
の
代
表
生
徒
た
ち
が
班
別

に
開
催
県
を
め
ぐ
り
新
聞
を
作
成
す
る
。
か

が
わ
総
文
で
の
奮
闘
ぶ
り
を
報
告
す
る
。

猛
暑
の
香
川
で

熱
い
３
日
間

「
最
後
の
大
会
で
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
う
れ
し
い

で
す
。
得
意
技
で
あ
る
面
返
し
胴
を
決
め
ら
れ
た
こ

と
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
」
剣
道
部

久
留
楓
音

さ
ん

県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

陸
上
競
技
部
が
大
活
躍

剣
道

野
球

書
道

美
術
も
成
果

松陽菜子
MATSU   HINAKO

のクイズタイム！

Q 海抜１５６メートルに位置し，
山地に囲まれた松陽高校
ですが，海岸からの直線
距離はどの位でしょうか？
①約10㎞
②約30㎞
③約５０㎞

※答えは、４面にあるよ。

「
１
位
に
な
れ
て
安
心
し
た
。
１
０
０
Ｍ
で
は
11
秒

台
、
２
０
０
Ｍ
で
は
24
秒
台
を
切
り
た
い
」
陸
上
競

技
部

花
木
美
優
さ
ん

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

「
１
位
に
な
り
う
れ
し
い
。
ラ
ス

ト
２
０
０
Ｍ
ま
で
気
持
ち
を
き

ら
さ
ず
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
先

頭
に
出
ら
れ
た
」
。
陸
上
競
技

部

中
村
颯
君
（
左
）

え
が
お

健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
（
熊
本
市
）

「
た
く
さ
ん
の
応
援
に
心
か
ら

感
謝
し
た
。
１
位
に
な
り
最
高

に
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
陸
上
競

技
部

早
瀬
翔
君
（
左
）

え
が

お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
（
熊
本
市
）

「
清
時
代
の
呉
昌
碩
の
臨
書
で
、
線
の
強
さ
と
連
綿

を
意
識
し
ま
し
た
」
書
道
部

脇
田
椿
さ
ん

新聞同好会

全
国
の
高
校
生
記
者

と
新
聞
制
作
に
奮
闘

全
国
紙
面
審
査
賞
で
「
松
陽
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
が
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
大
会
の

看
板
前
で
賞
状
を
掲
げ
る
本
校
生
徒

た
ち

四
国
学
院
大
学
に
て

交
流
新
聞
作
成
に
臨
む
本
校

新
聞
同
好
会
の
立
野
記
者

（
奥
中
央
）

※個人名に付記した学校名は，出身中学校名です。


